
 

 

「国際極年」開幕シンポジウム「国際極年におけるアジアの連携」の開催について 

 

 

１．主 催  日本学術会議地球惑星科学委員会 
２．共 催  国立極地研究所 
３．日 時  平成１９年３月１日（木）８：４５－１７：００ 

４．場 所  日本学術会議講堂 

５．議事次第 

趣 旨： 国際極年(IPY)2007-2008が2007年3月1日から開始される。日本の研究者数

百人が80件近くのIPY研究計画（全体では400件弱）に参画している。また、

極域研究において比較的後発国である他のアジア諸国からも、同じような形

でのIPY参加が表明されている。 

そういった研究計画の大部分は大規模であり、また多国間国際共同・学際

計画であるため、横の連絡は必ずしも密とは言えない。国際極年の開始にあ

たり、関連する計画が相互に協力できるよう、実施計画について情報交換の

場を設けるために、国際シンポジウムを企画した。 

少なくともアジア地域では、かかる計画間連携を深めたいという期待から

上記のシンポジウム名称を提案したが、非アジア諸国との協力も必須であり、

アジア以外の国からの参加も歓迎する。 

 

プログラム：（予定） 

１ 開会（８：４５） 

２ IPY開幕（９：００） 

３ 基調講演 

４ 研究計画紹介 

５ 討議 

６ 閉会（１７：００） 


